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注(1) 長岡新吉著『 日本資本主義論争の群像』（1984 年、ミネルヴア書房）、180
ページを参照。
（2)　 前掲書、206 ～209 ページ、および大内力著『経済学における古典と
現代』（1972 年、東京大学出版会）、163 ～178 ページを参照。
（3）　Mendels,F.  F.   （1969 ／81）。'Industrialization and populationpressure in eighteenthcentury Flanders'
 , ph. D. dissertation,Oniv-ersity of Wisconsin;reprinted with minor revisions.
 New York:ArnoPress.
（4）Mendels,F.  F.   （↓972）。'Protn-industrialization:the first pha-se of the industrialization process 
’、Journal of Economic Hist-orv,
 xxxii,PP. 24↓-61.
（5）　 斎藤修著『プロトエ業化の時代』（1985 年、日本評論社）、第2 章、52
～53 ページより引用。
（6)　 同上書、第7 章、169 ～172 ペ ージを参照。
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工 「 江戸 地廻り 経済」論 の諸研究 の概要(   5  )
初め に江戸 時代を 通 じての、西 日本を中心 とす る諸国 の生産・流通機 構の
概況につい て簡単 にみて おきた い。 第1 ・ 上表 は、 その 分析にしばしば利 用
されて きた史 料と その記 載内容、 およ び分 析結果の一 覧 である 卜 尚 同表 に
よれば、 レ　17 世 紀前半 において は、畿内地方 が特 に手 工業品生 産に関 して
圧倒的な比 較優位を も っており、2. そのな かで も大 坂 は、18 世紀初頭 には
食料・原 料農作 物 等を 移 入し、 その原料農作物 の加 工品を 移出するとい う、
手 工業 都市と しての 性格を かなり明 瞭な形で有 してい たが 、しかしその後18
世紀 前半 には瀬 戸内海 沿岸地 域を中心 に絞油業 ・綿織 物業 等が発展を 遂げ て、
畿内地方 の手工 業 に関 す る比 較優位 は次第に失 われ、3. そのような生産 面
にお ける劣勢の もとで 、 それまで増大 してい た諸国 から大坂 への商品 入荷量
は、 ほぼ19 世紀 前半を 境 に急 減し、 流通 面で も大坂 の主 導権（商品集 荷力）
は失 われてい った、 とい うことが判明 する。
以上を 踏 まえ て、 次に18 世紀前半 から19 世紀中 葉 にかけ ての大坂 から江戸
への諸 商品の入 荷状況を 、 第1 ・2 表 によって みてい くこと にしよ う。
言 うまで もな く江戸 は、N 世紀初 頭に新たに幕藩 体 制の中心地と して建設
され、 参勤交代 の制度 化により 、武士や その日常生 活を 支え る職人 や 商人 、
及 びそれらの雇人 等 から構成 される雑業者を 含めて 、18 世紀頃までに は入口
約↓00 万 を数え る世界有 数の巨大 都市 に成長 した が{  7  )、こ うした短期 間の
人口増 によって 急激に 拡大 した消費市場 に、質・量 と も十分な日用生活物 資
を供 給できるよ うな後背 地（ピ ンタ ー・ ランド） を 周辺 地域には もってい な
かった。 それ故 にこの時 期の江戸 は、外 部、 とり わけ諸 商品の全国的な集 散
地 であ った大坂 からの 移入 に依 存せざ るをえ なか った のであるが、特 に日用
生活物 資のな かで も、 第1 群の 繰綿・木綿・ 油・ 酒・醤 油のように加工工 程
に一定 の水準を 要する ものについ ては、大坂 からの 移人 品、いわゆる下り物




















ご 。ちなみに明治9 年（1876 ）から同11年の『全国農産表』によって、繰
綿の原料である実綿の地域別生産価額をみてみると、五畿内に紀伊・近江を





翌年9 月にかけての 工年間に白子組及び同2 番組53軒の木綿問屋が仕入れた20,959
箇のうち、大坂からの下り木綿（21.8 ％）、伊勢国産(3.  9％）、尾
張国・美濃国産（21.6 ％）、三河国産（17.0 ％）等を はるかに凌ぐ、6. 915
箇（33.0 ％）を占めるまでに至っている(15)。
また油に関しては、地廻り油の江戸廻着高は、文政7 年（1824 ）から同9
年までは 工ヶ年平均が23,718 樽、文政10年から天保元年（1830 ）では同じく34,



























































































はI 紡織工業（8. 9）とva食料品工業（0.  7）のみであり、両部門における
生産力の高さがそれ以外の、H 金属工業（-9.6 ）、? 機械器具工業(-4.5 ）、lV




の24.7％を占める織物と7. 4 ％を占める醤油については卜卜 、需給値がそれ

























































































































































又郎編『日本経済史 』_：経済社会の成立』［1988 年、岩波書店］第5 章）
および谷山正道「上方経済と江戸地廻り経済」（青木美智男編『日本の
近世1卜 東と西　 江戸と上方』［1994 年、中央公論社］第3 章）などに
おいて、主として経済史的な関心のちとで「江戸地廻り経済」論が論じ
られている。




















『 史 苑 』 第26 巻 ・ 第1 号 、1965 年7 月 、 立 教 大 学 史 学 会 ］ と 、 ご く 最 近
出版 さ れ た 著 作 一丹 治 健 蔵 著 『近 世 交 通 運 輸 史 の 研 究 』 ［1996 年 、 吉 川
弘 文 館 ］ を あ げ て お く ）
筆 者 は 本 章 の 執 筆 前 に 一 通 り 上 記 の 諸 研 究 に 目 を 通 し た が 、 こ れ ら の
う ち 、 ② と ③ は 示 唆 に 富 む 研 究 で あ り 、 実 際 に 本論 文 の 諸 章 の 構 想 ・ 史
料 分 析 にあ た っ て は 大 い に 参 考 に な っ た が 、 残 念 な が ら そ の ほ と ん ど は
ご く 狭 い 範 囲 に 地 域 が 限 定 さ れ て い た り 、 あ る い は 数 量 分 析 で は な い の
で、 以 下 に お い て は 主 と し て ① の 研 究 につ い て の み 概 説 を 行 な う 。
（6 ） 表1 ・1 に 挙 げ た4 種 類 の 史 料 は 、 『毛 吹 草 』 を 除 け ば 、 す べ て 大 坂
市場 に 関 す る もの で あ る 。 と こ ろ で 大 石 慎 三 郎 氏 は 、 第 工・1 表 に 挙 げ
た 元 文 元 年 の 史 料 か ら 、 国 別 に 大 坂 へ さ し 登 せ た 商 品 数 を 整 理 し た 結 果 、
大 坂 へ の 積 送 り 商 品 数15 品 以 上 の国 々 が 、 畿 内 諸 国 の ほ か は 瀬 戸 内 海 沿
岸諸 国 お よ び そ れ に 準 ず る国 々 で あ っ た こ と 、 ま た 正 徳 年 間(1711 ～15 ）
の 大 坂 の問 屋 仲 間 の 書 上 げ の う ち、 特 定 の国 の 諸 商 品 を 取 扱 う 国 名 問 屋
を 整 理 し た 結 果 、 そ れ ら が 畿 内 以 西 に 集 中 し て い た こ と か ら゛ 、 「 大 坂
と 諸 国 と の 結 び つ き は 、 … 中 略 … 畿 内 お よ び 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 諸 地 方 が
主 体 と な っ て い る と い う こ と が い え る で あ ろ う」 と し て い る （以 上 、 同
著 『 日 本近 世 社 会 の 市 場 構 造 』 ［1975 年 、 岩 波 書 店 ］ 、 第3 章 ・ 第5 節 、108
～Ill ペ ー ジを 参 照 ）o
雛　 なお大砥 の悩した図斜 勁 揖 算したとこふでは、こ削 の闘 の国名は'm晒 岫 の絹n% 砧 め5，
し た が っ て 第 工・ 工表 の 史 料 は 、 全 国 と い う よ り む し ろ 西 日 本 を 中 心
と す る 諸 国 の 生 産 ・ 流 通 機 構 の 概 況 を 示 す もの で あ る と い え る。
（7 ） 大 石 慎 三 郎 氏 は 、 「 （18 世 紀 段 階 の 江 戸 が ） 人 口100 万 とい う の は 、
い か に も 曖 昧 な 、 い わ ば 推 測 的 な 数 字 で 、 い わ ゆ る 歴 史 的 事 実 で は な い
の で あ る」 と し な が ら も、 「 ほぼ60 万 人 前後 の 人 口 に 武 家 人 □X を 加 え
た もの が 江 戸 の 総 人 □ と い う こ と に な る の だ が 、 … 中 略 … 同 時 期 の ロ ン
ド ン が 約70 万 人 、 パ リ が 約50 万 人 と い う か ら、 江 戸 が 世 界 上～2 位 の 巨
大 都 市 で あ っ た こ と は 動 か な い の で あ る」 （ 以 上 、 「 巨 大 都 市 江 戸 の 人
口 は ど れ く ら い か 」 ［増 刊 『 歴 史 と 人 物 』 通 巻 第 八1 号 、1980 年 、 中 央
公 論 社 、 所 収 ］ 、76 ペ ー ジ お よ び79 ～80 ペ ー ジ よ り 引 用 ） と し て い る 。
（8 ） た だ し 第T 群 の 商 品 の う ち 、 繰 綿 ・ 木 綿 ・ 酒 に つ い て は 以 下 の よ う な
注 意 が 必 要 で あ る 。











以上については谷山正道、前掲論文（ 注3 ）、116 ～117 ページ及び
林玲子「遥かなり綿の道」（同編『日本の近世5 ：商人の活動』[1992
年、中央公論社］第 工章）を参照。
（9 ） なお第 工・ 2 表は、林玲子「近世中後期の商業」（豊田武・児玉幸多










は、ここに使用している江戸入荷高（第 工・2 表ではA ）が江戸に実際
に入った全商品を表現していないからである。
②したがって同年の江戸入荷高に占める大坂よりの入荷高の比率（第1
・2 表では「B ÷AX100 」）は、実際にははるかに低くなる。
以上については、林玲子「近世中後期の商業」、191 ～192 ページ、







ある」（伊藤好一、前掲書［注5 ］、序説、5 ～6 ページより引用。ま
た竹越与三郎著『日本経済史・第5 巻』［日本経済史刊行会、1925年］、
第12章、621 ～623 ページを参照）。









（1967 年、御茶の水書房）、第3 章・第 工節、18  5～↓88 ペ ージを参照。
（13) 林玲子、前掲論文（ 注2 ）、262 ページの第2 表を 参照。
（14） 林玲子、前掲書（注12）、第4 章・第2 節、247 ～249 ページを参照。
（15） 同上書、第4 章・第3 節、274 ～275 ページを参照。




（18） 林玲子、前掲論文（ 注2 ）、267 ページの第4 表を参照。
（19） 以上、渡辺一郎「近世諸工業の発展」（児玉幸多編『体系日本史叢書11










論』［ミネルヴァ書房、1991 年］、第4 章・第5 節を 参照）。
（21） これについては、宮本又郎・上村雅洋「徳川経済の循環構造」（速水




























け て 、 九 州 地 方 の 諸 藩 は 大 坂 市 場 へ の 登 米 高 の 地 域 別 シ ェ ア に お い て 常
に33 ％ 以 上 で 首 位 の 座 を 保 っ て お り （ 宮 本 又 郎 著 『 近 世 日 本 の 市 場 経 済 』
［1988 年 、 有 斐 閣 ］ 、 第2 章 ・ 第3 節 を 参 照 ） 、 ま た 明 治10 年 代 、 す な
わ ち19 世 紀 後 半 に お い て も 長 崎 県 を 除 け ば 、 他 の 諸 県 は 米 が 主 要 輸 出 品
（ ち な み に 主 要 輸 入 品 は 呉 服 太 物 類 ） で あ っ た （ 山 口 和 雄 著r 明 治 前 期
経 済 の 分 析 （ 増 補 ） 』 ［1963 年 、 東 京 大 学 出 版 会 ］ 、 第6 章 ・ 第11 節 を
参 照 ） 。　し か し な が ら 本 論 文 の 第 工 ・3 表 （ 同 表 の 見 方 に つ い て は 次 節
で 詳 述 す る ） に お い て 明 ら か な よ う に 、 明 治7 年 （1874 ） の デ ー タ で は 、
北 海 道 ・ 沖 縄 を 除 け ば 、 九 州 地 方 は 人 □ と の 比 較 に お い て は 、 全 国 で 最
も 米 の 生 産 力 の 低 い 地 域 で あ り （ 需 給 値 は-2.7 ） 、 し か も 弘 化3 年 か ら
明 治14 年 、 す な わ ち19 世 紀 中 葉 か ら 後 半 に か け て の 人 口 増 加 率 は 全 国 的
に み て ほ ぼ 中 位 の 状 態 に あ っ た （ 斎 藤 修 「 人 口 変 動 に お け る 西 と 東 」 、
前 掲 ［ 注n 、35 ペ ー ジ の 図1 ー2 を 参 照 ］ 。　し た が っ て 九 州 地 方 は 、
少 な く と も 幕 末 期 か ら 明 治 初 期 に か け て は 、 米 の 主 要 輸 出 地 域 で あ っ た
か も し れ な い が 、 米 の 生 産 に 関 し て 充 子引 佐 を も っ て い た わ け で は な い
と 思 わ れ る 。
（24 ） 石 井 寛 治 「 国 内 市 場 の 形 成 と 展 開 」 （ 山 口 和 雄 ・ 石 井 寛 治 編 『 近 代 日
本 の 商 品 流 通 』 ［1986 年 、 東 京 大 学 出 版 会 ］ 第 工 章 ） 、 第2 節 、11 ～12
ペ ー ジ の 第2 表 を 参 照 。 な お 以 下 で は 特 に 断 ら な い 限 り 、 生 産 額 に 関 す
る 数 値 は 同 表 よ り 算 出 。
（25 ） 比 較 的 生 活 必 需 品 と し て の 性 格 が 強 い （ 需 要 の 所 得 弾 力 性 が 低 い ） と
里 わ れ る 米 に 関 し て さ え 、 （ 注23 ） で 述 べ た よ う に 全 国 で 最 も 米 の 需 給
値 が 低 い 九 州 地 方 か ら 大 量 に 移 出 （ 窮 迫 販 売 ） さ れ て お り 、 ま た こ こ で
は 細 か い デ ー タ を 挙 げ る こ と は で き な い が 、 逆 に 全 国 で 最 も 米 の 需 給 値
が 高 い の に も 拘 ら ず 、 近 畿 地 方 で は 米 が 大 量 に 移 入 ・ 消 費 さ れ て い た と
思 わ れ る （ た だ し こ こ に は 食 用 だ け で は な く 、 酒 造 業 原 料 用 の 米 も 含 ま
れ て い る ） 。　し た が っ て 明 治 初 期 の 段 階 に お け る 所 得 水 準 （ 消 費 水 準 ）
の 地 域 間 格 差 は 、 現 代 か ら み れ ば 想 像 を 絶 す る ほ ど 大 き ぐ 、 そ う し た
こ と か ら も 需 給 値 の 意 味 す る と こ ろ に つ い て は 、 そ の 数 値 が 極 端 に 大 き
が っ た り 、 ま た は 小 さ か っ た り し た 場 合 を 除 け ば 、 こ こ で は ご く 大 ま か
に し か 言 え な い の で あ る 。
舵　 このような髄 にE ては、辞 寛弧 が顧 畝（ 住24 ）、第3か 第樋 において、鵬 頌 糾 大正肛 かけてのもので






















































については津m 秀夫、前掲書（注17）、第9 章、301 ページ、特に第46
表を参照。後者については、荒居英次「銚子・野田の醤油醸造」『地方




史料名 ? 記載内容 ? 分析結果




天肘3年(1842)「絶m 於儀二mm 飴」 ?807
品種におよぶ「諸国名物」の国別一覧表
同年の大坂の品目別移出入数量・価額
計の大如治 胆 錐・鴎(ただし122品川0 朋は闘のみ)とそのn
イヒ顛(1804~1830) 卸天川 年(1840)の大知川 臥 闘 ?
品醐数の39% 、手工能 のi% 謝 丿搬 貼 に鮭して1)142品帥37Si[2 圃) が勧 に糾
鴎%i で鮎 品では鮪 順膿 蝕・水蝕 が60%( ただし白絹 も5. 5% 、畦 品ではB粧m 斟 軸 に手工業品が90% 討 菜卜 菜融 、鉄-
諸 鼠 ト 鴎 下り^.m 一顧 当ifi , if抹綿、大豆・恰 塩一計. 楸 似品)とそのn 品(肘 品)という対誤il:あn のが糾，
瞰 が藍のn として往lP 内船 ヤを軸 に、菜斟 鮪 の酷 、あ砂 は暇 や橘 聯 馴 配 建 計 測 が鍬 注
超 越 大恥 の顔 品の紅回 は(元斌 年越) 恍 肘では増大如 が、それ珊 塘をU ば天肘l 年にかけて鱗 。
［封 文献］ 新保博・討
第 工・2 表　 江戸時代中後期の諸商品江戸入荷状況
年度 ? 享保11年（1726） ?? 安政3 年（1856）








































[出典]　 硝子「訪中鯛の商則「豊孤 順玉夥F 郷μ 史H13 ・H 史l」[iilW出観、1969年]靭 章)、192iiJ;び230ぺづ 絹の鮭もとに屁、[
注]　* 靴剱3 年(1856)畔 祠で肩ために、剱 鉾(1858)2~m と、脂元年(1860)8卜 闘年(1861)1 朋とを飴して1年勤したn であ5.
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第1 ・3 表　 明治7 年　地域別・品目別需給値一覧
?喧k ? 関東 ? 北陸 ? 東山 ? 東海 ? 近畿 ? 中国 ? 四国 ? 九州 ? 全国



























































































































































































( 第1  ・3 表の続き)




























円34,630,488? 円63.774,325? 円34,670.611? 円25,436.033? 円33,200,029? 円68,939,668? 円44,896,083? 円26.374.141? 円38,804,047? 円370,725.425
[ 出 典]　1.  皺 沁/、[]諦: ついては、内itil ・勧11 脂 監顛 題「鴎 調査賎 引 り、[]統計Ik  si 巻」(1992 年釧 観 行、原顛) 蛯 用して算飢 た、なお揃t 絹 纂、鵬 八年胡 「封ils 表」( 山口Ifllll 、マイクロ・フリレムi「明治鴇 船 齢 諜 成」mm 則 の雌 、稲) 斜
も明治7 年人口n 明すSカ・、数値11全く異な5, ここで＼i速水氏の、解題などかS 、全国及び則
第1 章) の第2 表かふ算出し、諸生産物の分類方法も同表のそれに従っ‰tii 。本表i:おり・て;i、⑤i:含生れl「石炭」と⑥-ili:含1 れS[ 砂15]の二つのl＼・項ii:つ1・てli、差い§?:つてiilりTifて分析を行なわなり・のでI 愛し、:i ヒ海道地ケi:つV てii、石井氏が採用しf:大蔵省「開拓使事業報告」第3 編( 明治18
年) の調査年次カく他のデ ターのそれと時顔的な開! カ{あり
回 が馴 れた、
[ 注]　 地域% 人口励
第1 ・4 表　明治7 年　 地域別工産物比率・ 士人当たり生産額
?喧k ?関東 ?北陸 ? 東山 ? 東海 ?近畿 ?中国 ?四国 ?九州
工鴎 比抑 君 鶴mm  （%）
出 たり生鹸:粧m/ 人口（R） ?9.99.7?4.3且 7?4.510.4?4.312.3?2.1且 9?4.815.4?8.311.4?2.710.0?5.77.7






t エか^ 比牽c 仰
ク才、縄蜃晨ヽ鰻/ メ、ヽ ^(月)
口章ル ②閔恥(刄幻 影

























いる最初のもの」(  1 )である。　しかもその示すところは、「伝統的産業の幕
末期に直接引き続く状態を示す、最後の姿」(  2  )であるとともに、「日本の
産業が、明治維新によってはじまる政府の諸施策によって新しい展開をはじ
める出発点の姿」(  2  )であ るとされる。 というのは明治5 年（1872 ）9 月に




























栃木の、旧関八州に旧伊豆国を加えた地域に相当する9 府県に関して( 8 )、
上掲の資料に所載さ れた全ての生産物の生産額について、 工円未満を四捨五





















蚕糸業・絹織物業・製紙業く1 3 )等の発展に照応して、蚕卵紙( I -I)、繭、桶、
真綿、桑類、椿が、同県に著しい生産の集中を みせていることが最大の特徴






























































































れているが（順に9↓。8％、96.8 ％、97.5 ％、98.1 ％、100 ％）、これらは奢
侈品あるいは高級品としての性格の強いものや、徳川幕府の付与した特権の




























































以下、第2 ・2 表に示した各府県の工産物比率と一般有業人口1 人当たりの
総生産額の関係についてみていく。
第2 ・1 図はX 軸に工産物比率、y 軸に一般有業人口1 人当たりの総生産
額をとって、関東地方9 府県について両者の相関を示したものである。両者
－　30　 －
の間の相関係数はr  ＝0. 07であるから、これによってみる限りでは両者は無
相関であると判断せざるを得ない。しかし東京府（点①）と熊谷県（点⑧）















当たりの総生産額は14.0 円より大きくなり、第2 ・1 図においては点①がy
軸のプラス方向にシフトして、上述の傾向線の例外にはならなくなると思わ
れる。例えば、他県並 みに農工業者数の 工／4 に相当する人数を、「商業者
・雑業者・雇人」の中で、「『物産表』に記載された生産物の生産に直接に
携わっている者」として、一般有業人口を補正した場合には、第2 ・ 工図に










































第2 ・4 表にあるように一般有業人口1 人当たりの工産物額でみると、熊谷
県は工業生産に関して栃木県を も凌ぐ高い地位にあったことが確認できる。
したがって同県は、明治初期の関東地方では最 も著しい発展を示していた農




























































































































注(1 ） 古島敏雄「諸産業発展の地域性 一明治初年におけるー」（地方史研究
協議会編『日本産業史体系1 ・総論編』［196↓年、東京大学出版会］、
所収）、277 ページより引用。
（2 ） 古島敏雄「明治初期産業発展の一断面-  r 明治七年府県物産表』によ



























・産業史Ⅲ』、1966年、山川出版社、第1 編・第3 章］、12 ↓ページよ
－　38　 －
り引 用 ）
（4 ） 同 上 論 文 、71 ペ ー ジ よ り 引 用 。
（5 ） ち な み に 鉄 道 事 業 は 上 述 の よ う に 既 に 明 治5 年 か ら 開 始 さ れて い た が 、
関 東 地 方 で は 明 治16 年7 月 に 上 野 一 熊 谷 間 か 開 業 、17 年5 月 に 高 崎 ま で
路 線延 長 、18 年7 月 に 大 宮 一宇 都 宮 開 か 開 業 （ た だ し 利 根 川 鉄 橋 の 完 成
は19 年6 月 ） 、 と い っ た よ う に そ の 本 格 的 な 進 展 は 概 ね 明 治10 年 代 後 半
以 降 の こ と で あ っ た 。 鉄 道 の 発 展 は 江 戸 時 代 以 来 の 地 域 的 市 場 圏 （ 関 東
地 方 の場 合 で は 「 江 戸 地 廻 り 経 済 圏 」 ） を 国 内 市 場 へ と 再 編 成 し、 さ ら
に そ の過 程 に お い て 伝 統 産 業 の 盛 衰 に も大 きな 影 響 を 及 し た はず で あ り 、
関 東 地 方 で も そ の よ う な 動 向 に つ い て は例 外 で は な か っ た と 思 わ れ るo
し かし な が ら既 述 の ご と く 、 鉄 道 事 業 が 本 格 的 な 進 展 を 遂 げ て い な い
明治7 年 当 時 の 関 東 地 方 で は 、 商 品 輸 送 の 中 心 を な し た の は旧 来 の 河 川
舟 運で あ り 、 そ の点 か ら 考 え て も 『物 産 表 』 に 示 さ れ る 諸 産 業 の状 態 は 、
貿 易 の影 響 を 除 け ば 、 幕 末 期 の そ れ と 比 較 し て も そ れ ほど 大 き な変 化 は
な か っ た と 思 わ れ る 。
豺 症 甜 「μ 豺 主報 開観 におけ昌 糸賛 達の骸 随 義一胎 前顛 玉靴おけ樋糸業と駐 の頒 を帖 にー 」
（r土地牡 辨 」第43号、1969 年利 、龍 ）、I-（4 ）、収l5 ぺづ を頴 、
（6 ） 山 口和 雄 「 『明 治 七 年 府 県 物 産 表 』 の 分 析 」 （同 著 『明 治 前 期 経 済 の
分 析 （増 補 ） 』 ［1963 年 、 東 京 大 学 出 版 会 ］ 、 第1 章 ） 、2 ～3 ペ ー ジ
よ り 引用 。
（7 ） 前 掲諸 論 文 の ほ か 、 古 島 敏 雄 「 『 明 治 七 年 府 県 物 産 表 』 に あ ら わ れ た
経 済 構造 の 特 質 」 （ 同 著 『 近 代 土 地 制 度 史 研 究 叢 書 第1 巻 ・ 資 本 制 生 産
の発 展 と地 主 制 （ 改 装 版 ） 』 ［1978 年 、 御 茶 の 水 書 房 ］ 、 第1 章 ・ 第1
節） 、 及 び 石 井 寛 治 「 国 内 市 場 の 形 成 と 展 開 」 （ 山 口 和雄 ・ 石 井 寛 治 編
『近 代 日 本 の 商 品 流 通 』 ［1986 年 、 東 京 大 学 出 版 会］ ） を 参 照 。
（8 ）9 府 県 の 当 時 の 県 域 は概 ね 次 ぎ の よ う な もの で あ る。 す な わ ち 東 京 府
は旧 武 蔵 国 の 豊 島 郡 ・ 荏 原 郡 と 、 多 摩 郡 の 一 部 、 足 立 郡 の一 部 、 葛 飾 郡
の一 部。 神 奈 川 県 は 旧 武 蔵 国 の 橘 樹 郡 ・ 久良 岐 郡 ・ 都 筑郡 と 、多 摩 郡 の
大 部分 、 及 び 旧 相 模 国 の 三 浦 郡 ・ 鎌 倉 郡 ・ 高 座 郡 。 埼 玉県 は旧 武 蔵 国 の
埼 玉 郡 と 、 葛 飾 郡 の 一 部 、 足 立 郡 の 大 部 分。 足 柄 県 は旧 相模 国 の 足 柄 上
郡 ・足 柄 下 郡 ・ 淘 綾 郡 ・ 大 住 郡 ・ 愛 甲 郡 ・ 津久 井 郡 、 及 び旧 伊 豆 国 全 郡 。
千 葉 県 は 旧 安 房 国 全 郡 、 旧 上 総 国 全 郡 、 及 び 旧 下 総 国 の内 、 匝瑳 ・ 香 取
－　3  9　 －








京府26,070.51 町、神奈川県62,452.94 町、埼玉県69.776.34 町、足柄
県32.308.45 町、千葉県139,386.22 町、新治県80,126.09 町、茨城県























20 万 円を 輸 出 して 以 来 こ れ も 重 要 な 輸 出 品 と な り 、 蚕 卵 紙 の最 大 輸 出 量
年 であ る 明 治 元 年 に は 蚕 糸 類 の 総 輸 出1036 万 余 円 の62 ％ を 生 糸 （屑 糸 を
除 き 玉 糸 を 含 む ） が し め 、36 ％ が 蚕 卵 紙 と な っ て い る。 … 中 略 … 蚕 卵 紙
の 輸 出 数 量 は以 後 減 少 す る が 、 明 治7 年 ま で は ほ ぼ 元 年 の3 分 の2 位 を
し め 、8 、9 年 に3 分 のT 前 後 、10 年 や や 回 復 す る が以 後 急 速 に 減 少 し
て い く。 周 知 の よ う に ヨ ー ロ ッ パ の 養 蚕国 た る フ ラ ンス ・ イ タ リ ー に お
け る蚕 の 微 粒 子 病 の 流 行 の も た ら し た もの で あ る。 『府 県 物 産表 』 の 調
査 年 た る7 年 に は 輸 出 量 の 上 で の 減 少 は甚 し く な く 、 な お 重 要 輸 出 品 の
地 位 を し め る が 、 価 格 の 低 落 は甚 し く、 蚕 糸 類 輸 出 価 額 総 計 に し め る 蚕
卵 紙 の 比 重 は11 ％ に 減 少 し て い る。 … 中 略 … 蚕卵 紙 の 地 位 は低 下 した と
はい え 、 な お 重 要 輸 出 品 で あ り 、 し か も そ の生 産 開 始 の 規 模 を き め る 前
年 度 の 価 格 は 元 年 当 時 に 準 じ る高 さ で あ り 、7 年 の 蚕 糸 業 関 係 の 生 産 は
こ の よ う な 事 情 を 反 映 し て そ の 生 産 物 種 類 別 の比 重 が定 ま っ た と い っ て
よ い。 」 （古 島 敏 雄 、 前 掲 論 文 ［注7 ］ 、62 ～63 ペ ー ジよ り 引 用 ）
（15 ） 刻 煙 草 や製 茶 は 正 確 に は 加 工 品 で 、 本来 は工 産 物 に 入 れ る べ き で あ る
が 、 （ 注io ） で 述 べ た よ う に 古 島 氏 の 分 類 方 法 に 従 って 、 こ こ で は 一 応
「工 業 原 料 農 作 物 」 に 入 れ た。
（16 ） な お こ の点 で は製 茶 に 関 し て も 同 様 で あ る。 す な わ ち 製 茶 の原 料 は、
『物 産 表 』 に お い て は 「生 茶 」 、 「生 茶 葉 」 、 「 茶 生 葉 」 、 「葉 茶 」 等
と表 記 さ れて い る も の が こ れ に 当 た る と思 わ れ る がo 、 そ の 府県 別 比 率
を 算 出 す ると 、 東 京 府 （ な し ） 、 神 奈 川 県 （6.  6 ） 、 埼 玉 県 （0.  5 ） 、
足 柄 県 （1.3 ） 、 千 葉 県 （4.  5 ） 、 新 治 県 （23.1 ）、 茨 城 県 （23.6 ） 、
熊 谷 県 （31.9 ） 、 栃 木 県 （8.  4 ） と な る。
鮭　 なおm 表」では港剰 や「生n 」は顛 類の顧 に臓^ れてい6が、「観 葉」や「H 」は「猟 」と莉 卸n
鯖 の顧 に所勧 れていioしたがって第2・唸 では「雑 葉」や［u ］は「駁IJ とに分類した、
（17 ） 下 野 国 に お け る 朝 鮮 種 人 参 の 栽 培 は、8 代 将 軍 徳 川 吉 宗 の 命 に よ り 、
栽 培 に 適 した 風 土 で あ る と し て 、 日光 ・今 市を 中 心 と した 御 神 領 地 域 に
高 麗 人 参 の 種 子 が 蒔 き 付 け ら れ た こ と に始 ま る。 蒔 き 付 け た人 参 か ら 種
子 が 採 れ 、 こ れを さ ら に 蒔 き 付 け て 結 実 に成 功 した の は元 文3 年 （1738 ）
の こ と で あ っ た。 以 後 、 幕 府 の 庇 護 の下 で 、 御 用 作 人 は寛 政 期 （1789 ～1801
） に は600 人 に 、 嘉 永 期 （1848 ～54 ） に は1026 人 に 増 加 し て い っ た
と さ れ る （熊 田 一 著 『 野 州 一 国 御 用 作 朝 鮮 種人 参 の 歴 史 』 ［1979 年 ］ 等




?_奈川 ?足柄 ?千葉 ?新治 ?茨城 ?熊谷 ? 栃木
頭数
生ii(印 ?404.400?572.158?,02742,944?,00810.036?.07933.269?1109?728.576


















































（26）r 群馬県史　通史編8 ・近代現代2 』（1989 年）によれば、明治前期
の同県域では、石炭 は碓氷郡・群馬郡・多野郡で産出されたが、産額は
多くなかったとされる（第1 章・第3 節・第3 項、293 ～295 ページを


















































































については、新保博・斎藤修「概説19世紀へ」（同編『日本経済史2   :
近代成長の胎動』［1989 年、岩波書店］第！ 章）、第5 節・第1 項、特
に54～55 ページ、および斎藤修・谷木雅之「在米産業の叫編成」（梅村
又次・山本有造編『日本経済史3   :開港と維新』［1989年、岩波書店］
第5 章）、第！ 節、第2 項を参照。
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第2 ・1 表　 明 治7 年　 関 東地方諸 府県の生産の概況































































































































































































































1・麹・顧・si'' ?95.812 （0.8 ）?.6 （0.2 ） ?.6 （1.0 ） ?.8 （0.3 ） ?.3 （1.3 ）?.3 （0.4) ?.5 （0.3 ） ?.2 （0.3 ）?6. 4（1.0 ）白 ?6. 4（1.3 ）
a)桑・鮭・弧・靉・顛・舒　b) 慧・賤・頴・乱訃燧はこれ如睦 c)21.9%は則婁　d)ll.  {}%は顛　e) 鯖・鮭割　f)80.9% は木賤
一升ワ ー
（第2 ・1 表の続き）



































































壮小 水植竹 ?4,543.344(68.8) ?.5(47.4) ?.5(77.4) ?.6(61.8) ?.2(75.2) ?7.8(81.1) ?0.8(72.3) ?.2(78.9) ?6.8(68.8) ?2.6(57.0)
I
清酒






























 8 （0.8 ）11.5
（2.2 ）30.
 5（5.1 ）30.













































































































































≪)95.6%は非k 参　h)92.4%iJI　i) 全て傾斜　j)76.0% はli託　k)78.9% はmm　1)39.  1%は剱
一斗S
(第2 ・1 表の続き)




















































































 9（0.2 ） ?0.4(
 1. 1)40.
 6（4 丿〕）丿22.
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( 第2 ・ 工表の続き)
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迂回M 飴 ?0. 245.554(31.2) ?1.0(52.6) ?.8(22.6) ?10.甘38. 2) ?.5(24.8) ?.1(18.9) ?.9(27.2) ?.7(21.1) ?6.8(3 に) ?0.9(43.0)
x;:2].7%は象紡'"樋　y)96.8% 、埓特　z)87.8%ii 飴
E出典]　 回賎奴燧叢肛釘影1)一司≒七印則縫卜(1) バ1966羊脂、胎痩糾肝会)
[注]　l 丿 割夢にもジ 、斜訂射ペゴチi竹で計した、l.艶 勧わしいため、糾のれアルフザレド勺だ
第2 ・2 表　明治7 年　 府県別工産物比率・一般有業人口]_人当たりの総生産額
?結? ?弁川 ?埼玉 ?足柄 ?千葉 ?新治 ? 茨城 ?熊 谷 ? 栃木
工産物比率 （％）





リ ］ 脂 回肘 賊鈴骸 肘言 ［賃を 五隷に肝搬 雌畦啓 罰則胤iii… J芙§|:RすlirM; :1913 年r］、II編、m
抑
第2 ・3 表　 明治7 年　 一 般 有業 人 □に占 める商業 者・雑業 者・雇人の 割合（ ％）




討 飴 ?1.930.717.670.2?.98.32.816.0?.94.43.212.5?.512.01.116.6?.67.11.512.2? 24.70.89.7?.41.30.56.2?.22.21.68.0?.53.11.29.8
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の郷 、② 神妙 χ(タ)縁三、
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第3   ヰ
『 明 治 工 士 年 令 国 農 産 表 』 の 分 析
はじめ に




















－口調全国郡区分人口表」(  5  )によって郡別人口が把握できるので、特に11
年度のものを利用することにする( 6  )。
54　 －
1 旧熊 谷県域 にお ける蚕糸 業の展開
まず『明治11年全国農産表』（以下、『農産表』と略称）に基づいて作成
した第3 ・↓表によって、この時期の関東地方8 ヶ国9o郡の農業生産の概況(














所得水準の上昇との関係をみていくことにしよう。第3 ・2 図は第3 ・2 表
をもとにx 軸に繭・生糸生産額比率、y 軸に1 人当たりの総生産額をとって、
旧熊谷県内の24郡について両者の相関を示したものである。両者の間の相関
係数はr  ニ0. 68であるが、第3 ・1 表にみられるように藍葉が生産額比率で
第1 位を占める等、旧熊 谷県内でも特異な状況を示している新座郡を除くと、














園疏類［府県内比率は3 ］% ）<"丿 、清酒［|・i］3. 9％）、味哨［|‥］. I ％）、






























































沿/;■' Aヶ国の1 人当たりの米生産高は内陸諸岡のそれを人きく上 ㈲つている
が、特に|目熊 谷県域（上野田と武蔵国北四部）では蚕糸業への特化及びその
允展による所得水々の上昇の傾向のもとで米の消費量が増加し、そのために














次ぎに第3 ・ 。1表に小した当時の関東地方における1 石当たり米価と、米の
供給力あるいはrfii 要力を 表わす、卜人肖たりの米生産高との関係についての
分析を行ない、 ＼:Mの結論を補強しておくことにする。
第3 ・6 図はx 軸に！ 石当たり米価、y 軸にト大肖 たりの米生産高をとっ
て、関東地方8 ヶ国% 郡について両者の相関を示したものである。両者の間






















米穀生産高172.  892 石中、125,  422石を移出していた。これは茨城県の令移
出高の31.3 ％に当たり、移出率は同県最高の72.6 ％であった。 だがその一方



































ト野田と武蔵川北内 部を中心とする旧熊 谷県城（＝農村|: 業地域）は太平















































































































（5 ） 出所については第3 ・ 工表の［出典］を参照。









（7 ） 上述のように『農産衣』にはごく一部であるが工産物 も介まれている
が、ここでは一応原資料の題名に沿ってこのような衣現を川いた。
（8 ） 園疏類については、ここでは『農吋・友l に,iL幟^のあ る馬鈴ソ河と廿藷を
除いて府県内比率を算出した。












通史編8 ・近現代2 』 口989年］所収）、第2 節、AQペ ージより引川。
なお引用文中の「米穀」には橘米と陸米が介まれており、また明治29
年における群馬県の米穀生産高は322.389 石（3, 1/17, 939円）、移人高
は'109, 571石（3. 999. 220円）であるが・|lll、原資料には移人先別の数ほ
・金額は記載されていない。
鼓　もなみに副塙は27, 197も（!25,803 円）であ5，





興業意見（中）＝J    （1964 年、明治文献資料刊行会）、199 ページより
引用。
－　6 5　－


























しても、相関係数はr  = －0. 54にしかならない。
（18） 換言すれば、1 石当たり米価が高い地域ほど、1 人当たりの米生産高
は少なく、すなわち米の供給力は弱い（需要力は強い）という傾向がみ
られたといえる。








（21)　 『茨城県史・近現代編』、第4  章・第1 節・第1 項、特に26  2～2  63
ページを参照。
6 町
第3 ・1 表　明治1  1 年　関東地方8 ヶ国90 郡の農業生産の概況























































































































































生糸37.9,   わ嘔26.1
繭　28.8, 生糸18.4
繭　26.6, 生糸21.4


























生糸28.0,   か駄22,1
わ嘔38.2, 大麦15.8




































第3 ・1 図 ’
明治1 1 年　関東地方7  8 郡の繭・生糸
生産額比率の分布についてのヒストグラム
（塗りつぶした部分は旧熊谷県内の郡）
0.1　l∂占20 占305    値も　ぶ3、^
函・法 牝ノμ 詣 μ 零（ 仰
第3 ・2 表　明治1  1 年　 旧熊谷県内2  4 郡の繭・生糸生産額比率、:L人当たりの総生産額
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明治1  1 年　関東地方9  0 郡の米・橘米生産額比率の分布
についてのヒストグラムm 割は太群卵4ヶ舶の郡、卵割は隨観内の酌
4・ ?　iD.t　JJO.^　　狗.i　如S　SOX
某 月7 芙仁店 ぶ釘し幸( ■/■)
－ ア7   _
第3 ・3 表　 明治H 年　 国別田地比率、1 石当り米価、↓人当りの米生産高
?竃ﾍ ? 武蔵 ?安房 ?上総 ?下総 ?常陸 ?上野 ? 下野
田地比 率(%) ?7.4 ?7.7 ?3.0?0.6 ?2.2 ?9.7?9.7?7.0
妬洲 米配円)
対鎬/畑(5) ?.830.47?.590.36?.240.40?.590.78?.800.69?.770.73?. 20.42?. 70. 78
「出典丿　　田枇率については、舶硝肛^ 、胎旧口紡践」(岫m 肢、マイク□'フバムs 和昭 削畦mil[
託 堂]の顔、和) の中の「人口細 塊貳を眺 その帆ついては、第3・冒に礼
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『 武 蔵 国 郡 村 誌 』
は じ め に


































































ものでは、A  4 原島村（主産物は醤油）、A8 谷古宇村（菓子）、B  4 前野
宿村（鼻緒）、B17 蓮沼村（小倉木綿帯）、C  9 元郷村（漉返紙）、C 日上
新田村（青縞）、E  5 横曽根村（漉返紙）、E  6 塚越村（木綿縞）、G  7 砂
村（清酒）、H  8 中尾村（製茶）、H13 広ヶ谷戸村（薪）、H14 大谷口村
（薪）、H15 井沼方村（薪）、H17 原山新田（薪）、J  1 与野町（清酒）、
川3 元宿村（小倉帯）、0  1 桶川宿（酒）、06 南村（酒）、P  5 下日出谷
村（薪）、Q2 上生出塚村（清酒）が挙げられるが、これらの宿町村新田は
全てそのような地域に位置している。







うことにしたい( 9  )。




















第4 ・2 図はx 軸に工産物比率、y 軸に現住人口1 人当たりの総生産額を
とって、足立郡内の131 の「工村」について両者の相関を示したものである。
































第4 ・4 図をみると、ここでもやはりI  1 浦和宿やQ  1 鴻巣宿、及び特別な
状況にあったと考えられるI 2 別所村などを除けば、「工村」の中では人口





第4 ・6 図はx 軸に工産物比率、y 軸に輸出額比率をとって、足立郡内の128
の「工村」について、両 者の相関を示したものである(20）。両者の間の






を作ってみると、第4 ・5 図のようになる。さらにこの内、G  2宮下村、G14


































繭のそれについてもI 2 別所村（16.5％）、J 23田島村（14.2％）、P12 川







































































第1 にr 郡村誌』の［ 物産 ］の項目には宿町村新田毎に各生産物に関しての生産
数量のみが記載されているが、これを主に埼玉県の『明治7 年府県物産表』のデータ





第2 に、足立郡内の「工村 川こついて、［U 土産物比率と現住人目1 人当たりの
総生産額、［2 ］」:産物比率と人目吸引比率、［3] 工産物比率と輸出額比率の3 つ
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第4 節、189 ～192 ページを参照）、その点では『郡村誌』を利用した
研究としては画期的な意義を有しているといえよう。
－　8  6　～
舵　 趾 の内、「雌 的な」古駄 および咄 氏の融 については、中祇 が趾 数 、第1臥175~178 ぺづ において、解
説・鯛 を行なっていJo
（4)　 以 上 の デ ー タ につ い て は 、 内 務 省 地 理 局 編 纂 、 明 治 十 五 年 『地 方 要 覧 』
（ 山 口 和 雄 監 修 、 マ イ ク ロ ・ フ ィ ル ム版 『明 治 年 間　 府 県 統 計 書 集成 』
［雄 松 堂 ］ の首 巻 、 所 収 ） の 中 の 「 天 保 元 年 以 来 三 府 米 迷 相 場 昂 低 表 」
を 参 照 。
（5 ） 伊 藤 好 一 氏 は、 「 江 戸 と 周 辺 農 村 」 （西 山 松 之 助 編 『江 戸 町 人 の研 究
第3 巻 』 ［1974 年 、 吉 川 弘 文 館 ］ 、 所 収 ） の序 の 中 で 次 の よ うに 述 べ て
い る。
「い う ま で も な く 江 戸 と 周 辺 農 村 の 間 に は、 地 理 学 で い う 『都 鄙 共 生 』
の関 係 が 存 在 した こ と で あ ろ う。 … 中 略 … 『江 戸 周 辺 農 村 』 は、 『江 戸
近 郊 』 を 含 め て 、 そ れ よ り も広 く、 しか し 『江 戸 地 廻 り 経 済 圏 』 よ り も
遥 か に 狭 い 地 域 で あ る 。 お よ そ 、 直 接 生 産 者 が 自 ら江 戸 へ 生 産 物 を 運 び 、
江 戸 か ら 直 接 商 品 を 取 入 れ て い る と 考 え ら れ る 村 々 の 範 囲 で だ い た い 江
戸 一 〇 里 四 方 の地 が こ れ に 相 当 す る。 」
と こ ろ で 明 治7 年 当 時 の 東 京 府 に は 、 南 ・北 ・西 多 摩 郡 は 含 ま れ て お
ら ず 、 そ の 範 囲 は、 ほ ぼ 引 用 文 中 の 「 江 戸 近 郊 」 に相 当 す る と 思 わ れ る。
一 方 足 立 郡 の 大 部 分 は、 江 戸 （ 日 本 橋 ） か ら10 里 （約40km ） の 圏 内 に入
っ て い る ので （後 述 の 地 図1 ～3 を 参 照 ） 、 「 直 接 生 産 者 が 自 ら江 戸 へ
生 産 物 を 運 び、 江 戸 か ら 直接 商 品 を 取 入 れ て い る」 、 「江 戸 周辺 農 村 」
に 相 当 す ると 推 測 さ れ る。 し た が っ て 伊 藤氏 の 見 解 に 従 え ば 、 足 立 郡 は
地 理 的 な 意 味 だ け で な く、 経 済 的 な 意 味 で も東 京 府 の 外 延 部 にあ た り 、
そ れ ゆえ に 物 価 面 で 前 者 は後 者 の 影 響 を 強 く受 け て い た と 考 え て よ い で
あ ろ う。
（6 ） ち な み に埼 玉 県 の 『物 産 表 』 を 利 用 し た の が144 品 目 に つ い て で あ る
の に 対 して 、 東 京 府 の 『物 産 表 』 を 利 用 し た の は14 品 目 につ い て の み で
あ る。
（7 ） 実 際 に は 『郡 村 誌 』 に所 載 さ れ た 足 立 郡 の 宿 町 村 新 田 数 は350   （宿7 、
町5 、 村306 、 新 田32 ） で あ るが 、 草 加 宿 に は 「物 産 」 の 記 載 が な い の
で 、 こ こ で は分 析 の対 象 か ら 除 外 し た 。
（8 ） 地 図 ↓ ～3 は、 『幕 末 ・明 治 日 本 国 勢 地 図 』 （1983 年 、 柏 書 房 ） の71
ペ ー ジ（→ 地 図 ↓ 、2 ） と72 ペ ー ジ （→ 地 図3 ） の関 連 箇 所 を 拡 大 した
－　8  7　 －
も の で あ り 、 前 者 に は 明 治20 年 輯 製 、 後 者 に は21 年 輯 製 と の 但 書 が あ る 。
し た が っ て 明 治8 年 以 後 の 合 併 等 の た め に 第4 ・1 表 の 宿 町 村 新 田 名 が
地 図 に み ら れ な い 場 合 が あ る が 、 そ の 際 に は 「 埼 玉 県 市 町 村 合 併 史　 下
巻 」 を 参 考 に し て 、 可 能 な 限 り 第4 ・1 表 で 付 け た 各 宿 町 村 新 田 の 記 号
・ 番 号 を 地 図 に 記 入 し て 、 そ れ ら の 位 置 を 確 認 で き る よ う に し た 。
（9 ） 次 節 で は 各 宿 町 村 新 田 の 工 産 物 比 率 、 現 住 人 口1 人 当 た り の 総 生 産 額 、
輸 出 額 比 率 （ 以 上 の 算 出 方 法 に つ い て は 、 第4 ・2 表 を 参 照 ） を 分 析 に
用 い る が 、 「 価 格 換 算 が 不 可 能 な 物 産 」 を 産 出 す る 宿 町 村 新 田 に 関 し て
は 、 そ れ ら の 物 産 を 無 視 し て 暫 定 的 に 数 値 を 算 出 し た 。
（10 ） 『 郡 村 誌 』 の 「 人 口 」 の 項 目 に は 、 「 他 出 寄 留 」 （ 他 所 へ の 寄 留 ） と
「 外 寄 留 」 （ 他 所 か ら の 寄 留 ） が 記 載 さ れ て い る の で 、 こ こ で は 「 人 口 」
か ら 「 他 出 寄 留 」 を 差 し 引 き 、 「 外 寄 留 」 を 加 え て 現 住 人 口 を 算 出 し た 。
（11 ）Fll 西 山 村 新 田 とF  7 蓮 見 新 田 の 人 口 はO で あ り 、 そ れ ぞ れF  8 片 柳
村 とH  8 中 尾 村 の 持 添 新 田 で あ る の で 、 こ こ で は そ れ ぞ れ 前 者 の 生 産 額
は 後 者 に 含 め た 。
（12 ） 工 産 物 と 農 産 物 と の 分 類 に つ い て は 、 古 島 敏 雄 、 前 掲 論 文 （ 注3 ） の
第1 表 に 従 っ て 行 な っ た 。
（13 ） 『 郡 村 誌 』 の 「 物 産 」 の 記 載 に そ の ま ま 従 え ば 、 現 住 人 口1 人 当 た り
の 総 生 産 額 が 最 も 大 き い の は 、 「 純 農 村 」 のF13 加 田 屋 新 田 （442 円 ）
に な る 。　し か し 同 新 田 の 人 口1 人 当 た り の 税 地 田 畑 反 別 が13.  05 町 に も
上 る こ と か ら 、 周 辺 地 域 の 農 民 が 出 入 作 を 行 な っ て い た と 考 え て ま ず 間
違 い は な い （ ち な み に 同 新 田 の 周 辺 の 村 や 新 田 は 、 現 住 人 口1 人 当 た り
の 総 生 産 額 が 比 較 的 小 さ い も の が 多 い ） 。 し た が っ て 実 際 に は 、 同 新 田
の 現 住 人 口1 人 当 た り の 総 生 産 額 は も っ と 小 さ く 、 お そ ら く は 同 新 田 を
除 い た 際 の 第1 位 のE  6 塚 越 村 （92 円 ） に 及 ば な か っ た と 思 わ れ る 。 こ
の た め に 第4 ・ ↓ 図 で は 同 新 田 は 、 一 応30.5 ～92 円 の 階 級 に 入 れ たO 。
ま た そ の よ う にF13 加 田 屋 新 田 に お い て 出 入 作 が 行 な わ れ て い た 場 合
に は 、 出 入 作 を 行 な っ て い た 同 新 田 の 周 辺 の 村 や 新 田 の 現 住 人 口1 人 当
た り の 総 生 産 額 は 当 初 の 数 値 よ り 大 き く な る が 、 増 加 分 自 体 は お そ ら く
は そ れ ほ ど 極 端 な 値 で は な く 、 大 勢 に は ほ と ん ど 影 響 は な い で あ ろ う 。
燧　 もなみに噺 田の他に訓 ・掴 で30.5~92 円の隨 にE ていび 同 村」は、H]5 顔 麹（31 円）mm
lfffl（43 円）印 であり、しかも配 とも第4・1表にみ6れ6ように、j 」赳 醐 の斟 を占め哺 殊な「同 村」であった。
－　88　 －
（14 ） こ こ で は 相 関 係 数 の 計 算 の 労 を で き る だ け 省 く た め に 、 小 数 点 第1 位
以 下 を 四 捨 五 入 し た 関 係 で 、 工 産 物 比 率1 ％ 以 上 の 宿 町 村 新 田 を 分 析 の
対 象 に し た が 、 も と も と 工 産 物 比 率 が0 ％ 以 上1% 未 満 の 宿 町 村 新 田 は
二 つ し か な い の で 、 こ の こ と に は 何 ら 問 題 は な い と 思 わ れ る 。
（15 ） 人 口 吸 引 比 率 の 算 出 方 法 に つ い て は 、 第4  ・2 表 の ［ 注 ］ に 示 し た 通
り で あ る 。 た だ し 『 郡 村 誌 』 に 記 載 さ れ た 「 他 出 寄 留 」 と 「 外 寄 留 」 に
関 し て は 、 中 村 哲 氏 が 前 掲 論 文 （ 注2 ） に お い て 、 「 こ の 寄 留 人 口 は 他
県 か ら の 寄 留 （ 外 寄 留 ） お よ び 他 県 へ の 寄 留 （ 他 出 寄 留 ） で あ っ て 県 内
の 寄 留 は ふ く ま な い と 考 え ら れ るI     (178 ペ ー ジ よ り 引 用 ） と 述 べ て い
る 。　し た が っ て 同 氏 の 見 解 が 正 し け れ ば 、 以 下 で は 埼 玉 県 内 か ら の 人 口
流 人 に つ い て は 分 析 を す る こ と は で き な い 。 そ の 点 で は こ の 問 題 の 分 析
に は 初 め か ら 一 定 の 限 界 が あ る こ と に な る 。
（16 ） こ こ で 分 析 の 対 象 と な る 「 工 村 」 の 数 が 著 し く 減 少 し て し ま う の は 、
（ 注15 ） で 述 べ た よ う な 事 情 も あ っ て 、 第4 ・2 表 に み ら れ る よ う に 、
人 口 吸 引 比 率 を 算 出 で き る 宿 町 村 新 田 が 少 な い か ら で あ る 。
（17 ） な お こ こ で はI  2 別 所 村 も 、 「 外 寄 留 」 の 内 男 は37 人 中19 人 、 女 は13
人 全 員 が 士 族 で あ る こ と か ら み て 、 何 ら か の 特 別 な 事 情 再if.の た め に 寄 留
人 口 が 多 く な っ て い る の で は な い か と 考 え て 除 外 し た 。
舵　 陽ii 随 に畦 に おり、湘 宿には嘔 販 庁を初めとす緩 和 あるので、恥i 臥 の肘 などがあったのではないか
岨 われJo
（!8 ） （ 注17 ） を 参 照 。 ち な み にE  6 塚 越 村 の 「 外 寄 留 」 は 全 員 平 民 で あ り 、
し か も120 人 中112 人 ま で が 女 で あ る の で 、 こ の な か に は 同 村 で 盛 ん で
あ っ た 綿 織 物 業 に 雇 用 さ れ て い た 奉 公 人 が 、 数 多 く 含 ま れ て い た 可 能 性
は 高 い と 思 わ れ る （ 第4 ・1 表 、 及 び ［ 注2 ］ を 参 照 ） 。
（19 ） 後 述 す る よ う に 、 「 郡 村 誌 」 の 足 立 郡 内 の 各 宿 町 村 新 田 の 「 物 産 」 の
項 目 に は 、 ほ と ん ど 輸 出 先 は 記 載 さ れ て い な い 。 し か し こ の 問 題 は 取 り
敢 え ず 先 送 り に し て 、 以 下 で は 工 産 物 比 率 と 輸 出 額 比 率 の 関 係 に つ い て
分 析 を 進 め て い く こ と に す る 。
な お 第4 ・1 表 に 示 し た よ う に 、 足 立 郡 で は 一 般 に 北 部 へ 行 く ほ ど
「 輸 出 」 で は な く 、 「 売 品 」 と か 「 売 却 」 と い っ た 記 載 の 仕 方 が 増 え て
い く が 、 そ の 額 や 物 産 の 種 類 か ら み て 、 「 輸 出 」 と し て 記 載 さ れ て い る
場 合 と 実 質 的 に は そ れ ほ ど 違 い が あ る と は 思 わ れ な い 。 し た が っ て 第4
－　8  9　 －
・2 表の［注］に示したように、輸出額比率の算出に当たっては、これ
らに一切区別を設けずに一律に「輸出」として処理した。













『蕨市の歴史　2 巻』（1967 年、吉川弘分館）、924 ページ、及び中村
哲、前掲論文（注2 ）、第6 節、216 ～217 ページを参照。
（24） 大林雄也著『大日本産業事蹟2 』（1988 年、東洋文庫）、152 ページ
より引用。
（25） 前掲『蕨市の歴史　2 巻』、924 ページより引用。
（26） 前掲『大日本産業事蹟2 』、146 ～147 ページより引用。また中村哲、
前掲論文（注2 ）、218 ～220 ページを参照。
（27） ちなみに中村哲氏の推計によれば、明治7 年（1874 ）の国内綿布需要
の内、26.9 ％は輸入糸使用綿布によって満たされていたとされる。これ
については、「世界資本主義と日本綿業の変革」（河野健二・飯沼二郎
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   37.235.58,
   53.5314
』5.    9.8413.82.
   14.4129.74.
    9.991149.
    1,34U.
 12　14.3835.87,
    4.5251.18.
   12.5444.69.
   17.5522.5
 .     8.0221.62,
    5.379.
妬.    2.4114.17.
    2.586.56.
    9.6322.85,
   20.5210,98,
    8,84 ?
米53.3. 藍葉34. 1， 穀類10
米38.5, 清酒17. 7, 藍葉12.9, 殼類1 2. 2, a 油10.3
醤油51.2. 米31. 2
米69.5,   藍葉15.1, 殼類i3.9












米78. 8, 殼類21.2 ?
藍葉76.6. 米20.9
清酒32.2.   藍葉23.5,   醤油18. 7，米13















園m 類2.670 荷内1.  750荷輸出
園m 類1,550 荷内600 荷輸出，藁縄mm 出
園 疏類150 荷輸出， 同苗75.300 本輸出unm
















   75.952.56.
     3./27.42,
    6.55
－　　6.933.66,
   3862.32,
   52.9323.09.
   14.3825.75.
   29.085.54
、4.936.8























（ 第4 ・1 表 の続 き）












   14.548.33,
   11.0650.35.
   32.6842.15.
   35.0814.91,
   17.1726,57,
  20.967.6
 ,     5.3832.06,
   21.8318.56,
   32. 1314.08,
   38.3417,98,
   19.28 ?
米53.8, 園 疏類25.6,   殼類14.4
米53.2, 園m 類25.4, 殼類14.2
米65.5, 穀類14, 園疏類12.8




米78.9,   殼類20.5































   59,1217.05.
 109. 0130,7
 ,   14.3429,17,
   14,4931.02.
   15.5716.85,
     620.04,
    9.(〕427.24,
    3.9146.08,
   63.0166.84,105.096.67.
     3.04il　.
   21.5321 49. 26.2727.68.
   20.2821.44.
   30.81 ?
鋳物類42. 6. 米24. 6（817. 8,1116, 7, ri茄.9, 8(44）
穀類42. 2, 米33.8.   萱16
米53, 菜種油20.2, 小倉帯12  （817.6 ）
米29.5, 青縞26.2,   清酒19.8（l!l7.4.yS7.3 ）
米46.9, 醤油22.9. 殼類ii.l （鴎8. 7)
米77. 1, 園疏類11,3





米69.5,   穀類11.2 （ 捷駄S.S）
細L2, 木朗さ19.7.iilO,2 （Il5弱7.8.8l7. 3,蚕鮭7. 1）
米58.8,   殼類17.2, 木綿小 倉男帯地16.9
米100 ?
鋳物類65. 6, 米11、1， 清酒10.2 （8S6. 1）
萱51.7, 殼類25，小倉男 帯地l6.9
菜種 油42,2, 小倉帯25, 米18.6  （μ5,3）
青縞-ll.l, 清酒31.2. 菜種油11.5 （味噌4. 8. IJ4. 6）
米56. 5,   醤油27.5. 味噌10.5
米81. 9, 園疏類15.6
木綿青縞i.i ， 米20. S.   鋳物類19. 小倉帯地l4.1
漉返紙74.5. 米22.1
漉返紙84、4（≪l!8.3,ii!5. 1）
青縞49, 米22,7, 園疏類13.2（iSK9.9 ）
青縞77.1, 米15.8
米69.4, 木綿帯地14.7（is≪9. 6）




疏順8,280 貫目， 芥子6.4 石岫 出
園m 類575 貫目
園疏類'l,320 貫目
園Si類740 貫目, 綿子0.6 石
園疏類1.584 貫目




員I, 畦群mu5UQ 舶220 反牡
園 疏類978 貫目
・　C  2 浮 間 村 の穀 類 の 一 部の みがF 売 品j で 、 そ の 他 は 全て 輸 出 物産 。
( 第4   ・   1 表 の 続 き）
Kf・l?. ?s片同名 ?同日S婬(岫 湧) ? 艮m 防 護生m に批 江 匙:功 ? 主ll≪ti)6l(8lllSI≪tiSii詰める味 軸:%) ? 鴎u が不雅な豺とその生I't嶋



























    9.86-1.84,
     1.8910.49,
    2.0845.58,
    7.9811.47.
   14.0938.89,
    7.6847.84,
   19.5731.98.
    4.543.59.
    6.5931.72,
    9,6521 75,
4.68
34.85.    3.3416.29,
    4.6552.15
，31.0717.39.
   65.692.49.
   42.496.85,
   31.5517.11.
   32.9626.04,




小 倉帯44.2. 殼類33.9, 園疏類19.2
米S-l,6, 穀類15.4
米79.2.   園疏類20.8
米95,5
米65.5,   清 酒27.6
米97.9
米83.9, 園疏類11.1








米66.8,   殼類33.2
米64.9, 殼類35
米65.4,   殼類34.6



























園疏類HO 駄輸出， 薪700 束輸出








、2 .   64.62 ?
米62. 2（腿6.2.Ei6, 木賤s.!. ST加.1,木貼心聡3.3）
米49, 殼類24.4, 木綿男・女帯i1l!18
米41. I, 木綿縞帯地口.8.   殼類1G.8 （ 駒9. 1.雛8）
木綿帯41.7, 米38.4  （616.8,S3. 9,13. 4.髄3.3） ?
米58.7, 木綿縞35.5
米49.2.   殼類24.5, 木綿男・女帯 地s
木賤靭43.'I, 米20.3, 醤油19.5 （me.  3）
鱗I52,S25. 1（1(16. 7.云4.9.瓦4.2. 3引.1） ?S?,I35OII.








(第4  ・  1表の続き)












   2271,98,
   25, 7580.69.
   34.7398.76,
  59. 1342.37,
   21.661.38,
   43.178,22.
   40.8837.25.
   21.2914　.
     3.826.99,
   6.03 ?
漉返紙59.8, 米20. 5(絹小祠・ 鴫^.b)
木綿縞57.9, 小倉男・女帯33(S;8.5)




米32.1, 殼類26.3, 園 疏類2'1.3,   製茶□.3






米72. 3,   醤油27.5
米83. 3 （熊5. 9, il鮭朽.o）
米61.1, 小倉男・女帯18 （≪I9. 6）
米57,8,   絹≪I29.3, 木町ヽ鮭12. 9
殼SI38.7, 園疏類35.8,  製茶25.5
米36,8. 木綿小倉帯29.9, 菜種油20
米100
米60.8,   園 疏類39.2 ?
園 疏類20 貫 目 輸 出 ， 豆 腐75 相 輸 出
園tu 叫mi 鴉と,隨i 触 上鯨 へU
≫SI351t, 哺竿43600 本lll, ≪12091Zi ≪(li
晒 竹・ 釣 竿65,200 本 輸 出
種子10. 15llli,  SS刹16 廿(iili



















   32.5527.56,
   42.4425.25.
    7.0138.69,
   66.447.21,
     0.9848.74,
   64.7522.66.
   12.7132.03.
     6.1125.14,
     1.714.58,
     1.8161.62
、3.6314.87,
   25.1316.43,
   36.6913.58.
   18.61 ?
米41， 醤油26.8. 殼類17.1  （IS5.5 ）




織物34.4, 米26.1, 清酒18.1, 殼 類14
米99.5




























（ 第4    ・   1 表 の 続 き ）








   17.2436.5
 .   69. 4151.14,
   41.4316.65,
    8.317.61,
   20.7620.83,
     5.610.01.




米83.6  （≪I9. 1）
白木綿33. 2, 米30.2,   穀類25.9
米84. 7. 殼類15,3































 .   36.4525.25.
   32.5313,17,
   24,1379.43,
   62.9345.29,
   38.3538.9
 ,   37.6110,51.
   48.13.26,129.9115.27,
   35.477.64,
   29.6111.25.
   21. 975,3
 ,   14.785.32.
     9.835,07
，55,7512.45,
   45.657.
 77,     7,017.83.
   34.52.0
 ,    9.3523.
 0 ,   14. 044.72.
   58.06 ?
米80,1, 穀類!4,3
米59.6, 殼類24.2, 清酒16. 2
米82.8,   殼類17.2
米64, 殼類25.4
米71、1, 殼類19.6
米41.1, 殼類24.2, 素麺13,4(18. 9, Ii8. 4)
清酒79. , 殼類19
殼類55.8, 清酒40.1
米41, 殼類22.6, 酒21.3,   茶I3.4
殼類65.8, 米33.7
米60.1, 穀類39,9
米38,9. 穀類29. 1, 清酒24
米69.8, 穀類19.1
殼類45, 清酒43.3, 米11. 7
殼類51. 7, 米39.9







米83.7  （SI9. 1）
米76.   穀類13. 1，園 疏類10.9
米37.8,   素麺20.'!. 瓦13.6, 消酒12.9,   殼類11.4
清酒98
清酒69.2, 殼類28.5
酒39.7, 米27.5,   茶Z2. 9 （RS9.7)
殼類63.3, 米35.8












園m 類1.400 貫目内720 貫目 輸出
??
( 第4   ・  1 表の続き)






   58.02 ?
殼類75.5, 園疏類n.2
穀類86.9, 米12.5






















   38.334.49.
   72.582.76,
    6.51.07,
   30.264,19.
   62.65185.8,223.090.37,110.6133,88.
   44,181.81,
   14.786.62,
    9.7753
、77.   15.82
－,    17,059.54,121.165.29,
   14.5613.38,101.82-

























製茶53.8,   Ha 類46.2
木綿織物44.1, 清酒33.1, 園疏類11, 米10.5











秤0.5 石，園蕪類680 貫目 輸出







   39.4941.2
 ,   46. 4619.4
 .   34.19 ?
殼類20.4, 藍玉15, 箪笥13(^118.1.U6. 2.f駁5.7,Til4.3,
 JS*4.1丿・自鴎3,7,累3.2,aS3,l)
米44.7,   殼類27.8,   繭16.5
米73.4, 殼類26.6
米79. 6,   殼類20.4 ?
藍玉20.5, 箪笥17. 7,   臍酒11.9 ≪S8.5. (1,917. 8,Tlt5.
 9.菜鮭,%,m.2, μ'i.%)




※　H  3 針 ヶ 谷村 の 諸 物 産の み が「 売 品 」 で 、 そ の 他 は 全 て 軸出 物 産 。
?
??
（第4  ・ 1  表 の 続 き）
















   32.874 1. 61.
   31.61Z-iT.53.59.
 847,84,
   11,7826.76.
   66.1225.72,
   14.15
－　25.8318.51.
   84.8937.52.
   14.7443.37,
   39.6556.86,
   87.6211.02.
   22.9345.78.134.2496.61.
   83.177.56,
   20.53 ?
米47.8, 藍14.6. 穀類ii（り.&,mi.  6）
米89,4,   殼類10.6
米46.3, 木綿袴地17  （ 木鴎駒.2. ,ilS9,腿5.8）
小 倉女帯地32.5, 米31,8. 小倉 袴地12 （;ili7. 3, RS-l）
米48.9,   素S18.2 ，殼類17.6， 醤油14. 1
絹嘔O.4, 米28.4. 木綿縞□.8,   製茶l6,8  （RS4. 8）
殼類98,7
半紙49.5, 殼 類38.3  （籾.3,小415.6)
米90.7
米 8.7,   穀類29,9
米40.4, 殼類23.4，藍玉12,8 （S5,6. 絹85.1)
米48. ,   穀類44.9
米39.2, 藍玉33.9, 殼類17.8
米74.6,   穀類17.7
米44. 1, 縞木綿30.8,   殼類19.9 ?
米50. 桐箪笥17.6. 帯地18,2, 繭12.8
米85.7, 殼類14.3
木卵31.1. 米19.1, μ靭i&,d ，清酒16.4( 木鴎7.6)
小 倉女帯i1i!45,5,米19. 4, 小 倉袴地16.8, 清酒10.3
素麺47. 1, 米37.3.   殼類i2.6(IS!3)
木網 袴地38.9, 木綿縞2.i.  製茶21.5，米15.8
殼類97.2
半紙79.1,   殼類11.4(':'lS9)
米93.9
米83.3,   殼類16.7
米43.6. 木網縞14. 1, 木綿男帯地13(弓 子9.9.119.2)
米67.2  (P8. 9.ヨi6.1.%K.3)
藍玉48.4. 米35.2  ≪I9. 1)






園疏類i5Qo 貫目余，豆 腐lOO 槽
園m 類4.104 貫目











 T9.   93.553.41,　8.395.14.
   23.9512.0
 ,    7.5530.
 15.   48、6422.64.
   32.5924.12,
   45、533.56,
   12.6212.78.
   27.217.55.
   30.445.86,
   16.96?







米63 5,   殼類29.6
薪32.5, 米26.9, 穀類18.6, 藍10.5
米56.8, 穀類30.7















園m 類215 駄内89 駄輸出
※　1 5 辻 付の米が「売品」、 に8 美女木村の雨傘・下駄・木綿縞・ 木綿帯地が売却物産で、その他は全て輸出物産。
?
』?
( 第4 ・1 表の続き)













     4.877.37.
   12.1917.59,
   21.3616.97.
   22.6421.71,
  32.988.11.
   12.2320.22.
 ,53.438.58,
    6,0970.26,
   64.695.82,
     6.8740.78,
   17.3377.42,
   73.69 ?
米44,   殼類33.4， 帯地18
小倉帯52.8, 米28.7  （BS8. 4）
米74.3, 殼類25.7
米80.4,   殼類l9.6
米66.9,   殼類33、1
米70.4, 殼類29.6
米66.2,   殼類24.8
米87.6
米32.7, 味噌31.2, 小t髄w,i ， 殼類10.5( 瓦5. 8. SIP. 5）
米75.4,   殼類13.7,   藁鑓lO. 3
米93.5












米58.4,   繭21,3  （ii7. 5） ?
藁縄300 束輸出
藁縄2,450 束















   21.751,88.
   10.032.97.
   12.9925,15.
   16.4267.99.
   73.594.06.121.822.75.
   26.58
－　-iO, 7711.33.
   27.8810.31,
   21.329.02,
   87.338.52.
   11.9613.25.
   26.333.03,






米54.1,   殼類24.3,   茶□,s
薪木43.8,   IS類35. 4, 米10.'),   製茶皿'i
米52.1,   殼類47.4
殼類73.4, 荏15.8
米65.4,   殼類34,6
米62,5, 穀類34,4
米56.3,   殼類43.7
米69.9,   殼類30.1
米54,2.   穀類45、8






穀類45.6, 荏314 ，製茶10. 1
米53.6, 穀類46.-1
米100






（ 第4 ・1  表の 続 き）
^恥ii 肪n 名 ? 託麟 時 津) ? 主m 綿 鮭a キr.5魁;.l. 岫:%) ? 主我岫産(数字躇畦gコにふぬ亀Ili:%) ? 醐m が祠齢鮭とモのil'iU
K16 八王子村17
白鰍村 ?7.69,
   24.0221.09.
   24.31 ?
米61.5, 殼類31.6






















   20.8167.02,
   33.6632.02,
   15.2534.9
 ,   27.5117.23.
   32.1325.97.
   40.2337.76,
   57.0811.37,
   37.0712.9
 ,   42.019.49,
   49.813.31.
   42.3
－　38.3929.67,
   13.1527.38,
   24.5325.92.
   13.5991.88,
   85.3421.
 16，6i.6214.8
 ,   22.9914.
 71, 141. 86 ?
米76.3,   茶葉12.9
米85. 4,   穀類14.6
米78.9, 殼類21. 1
米66,   殼類34







殼類83.5  （iS9. 7）
米81.1, 殼類18.9
米69.8,   殼類30.2
米71.8, 殼類28.2
白木綿46.7, 米34.6, 穀類l8.6





米72.9,   殼類27. 1
米75.7,   殼類24.3
米91.5









米81.1,   殼類18.9
青縞50.&，白 木綿31, 1, 米14,2
清酒67, 米16.6, 穀類15. 7
米77.3, 穀類18.9 ?
穀類2.  9石
種子11.06 石内10.  16石輸出





   97.6913.
 77.   31. 2410.99,
   19.3518.64,
   23,953.64.
   18.68 ?
穀類46.1, 米・ 橘米31.3, 清酒22.6
米62.5, 殼類37.4
米39.3.   穀類25.7, 清酒34フ
米62.6,   穀類35.3












(算4  ・  1 表の続き)
Ef'lf, 鶴昨日g ?iS旺顛 娃:O ? 主鴎産(吋は鮭m 中に出lt*, 吋:X) ? 辞かμu 腫字はu雌辰び売a中にμは気転 飛y^ ? 鴎琵が祠jiu とモの生i'畦・Hi













   65.3721,48.
   67.327,75.
   39.1
■18.19,   48.970.94,
     7.152.92,
    8.471,63,
    9,186.52.
   112623.64.143.127.01.
   36.791.64.
   27.06
－　17.684,15,
   29,83 ?
清酒33.6,   殼類30.6, 米20.1 （鴎5.6）
米54.5, 穀類45.5
米67.7, 殼類32.3
米42.5, 殼類25.3, 木綿縞iO.3 (μ4.6,白木旧,3 ）
殼類57.7, 米13,7（1-9, 闘8,7）
穀類53.1, 米13.2, 味噌10.7  （137,l5S|5.6）
穀類54.2, 米20. 9（木!?II6, 7,鴎6. 3)
米38.2,   殼類26.1, 木綿縞11.5 （R9.8, 白絹4.4）
殼類36,   清酒35.9, 米28. 1
殼類69.7, 米・ 轜米26. 2
殼類64.6, 米23.9
殼類99.9




米49.7, 木綿縞n.2  （!IS8.4,ft≪7. 2, 185.9）
殼類36.7. 味噌27.5, 米21.6（ 厦816.1）
味噌29.6, 穀類28.4. 米18.2, mm 類15.3
米31.6, 殼 類28, 味噌19.1 ，mm 類11.8





殼類53. 8, 米45.9 ?I8.
 55?t7Elfti;. I?,I4. 350屈S?l4'100lll[|li,
 Ili2200il<i出 ?.l397Illite,
木肝6oo木,i(i48O鮮e.
園疏類385 貫目輸出, 藁縄880 房輸出
園疏類864 貫目輸出,   藁縄360 房輸出
園疏類2.548 貫目 輸出，果実類3.5 石
園m 類250 駄輸出
園m 類1.500 貫目













 Tl.   24.223.52.
   51.4310.
 55.   63. 9813.99.
   38.43.28.127.679.28.
   47.5419.33.133.1111.99,
   73.4223.1
、113.91164.
 85.362.8431.11.














殼類63. 3, 米・ 橘米29.8,
茶53.2, 米19.6,   殼類17.5
茶57. 1, 米22.3,   園疏類16.7
茶83.4, 米16.6
米46. 4, 穀類46





清 酒72. 4, 米16.7.   穀類10.5




園m 類3,300 買目内3,0601: 目輸出H
疏類8,400 貫目内4,200 貫目 輸出
園m 類lO.OOO貫目内7,000S 目輸出
園m 類lO,OOOS 目内7.000 貫目輸出
ぶ　X   ■本郷村の茶とMl 平塚村の清酒、およ びN  12、13両 村の諸物産が「売 品」で、その他は全て輸出物産。
??
―
（ 第4   ・   1 表 の 続 き）






   36.81-12.05.
   47.2728,97,
   61.1831.23,
   柚.□4.41
，35.32 ?
清酒46.5, 米35, 殼類18.4
米75, 綿12, 1, 穀類10
穀類51.3, 米48. 7
米65, 殼類30
穀類66.5, 米33. i ?
園 疏類100
米83.9(l≫8,3)
米64.6.   SIS類35.4
米81.9, 殼類18. 1
殼 類99.9 ?























   75.3512,79,
   5-1.81
践能.    14. 493.62.
   26.456.71,
   31913.17.
   20.591,79,
   23.435.
 95.   34. 450,79.
    8,038.56,
   37.474.11,
   15.355.32.
   14. (711.97.
   20.913.5
 .   44. 156.4]
，18. i212.
 42，29. 1810.47,
   38. (2.83,
   20. (91.86.
   26.58 ?












































納20 政昭, S?.I37O岫OOltl 品SSI500
岫OO 駄≪t:.l500勁lOO熊出S
蓮l320駄内250雌と. 晨OO東
園 疏類300 駄内200lt 輸出
園 疏類50 駄内4O駄輸出mm
類2,860 貫目内860 貫目 輸出
園 疏類500 駄内450 駄輸出
園疏類200 駄内160 駄輸出mm
類・薪85駄内75駄輸出
園m 類・薪250 駄内190 駄輸出
ぶ　NH ～18および0 1～3 、5 、6 、9 の各村の諸物産ば 売品」で、その他は全て輸出物産。
??
??
（ 第4  ・  1 表の 続 き ）





   29,652.2
 .   13.815.11,
   16.671.92.




























〕.63,   8〔). 3214.31,
   90.771122,
   92,4310.94,
   39.1413.18.
   47.1312.03.
   66.196.67,
   63.677.77,
   72,9311.24,
   66.8312.96,
  -14.0277.53.489,799.98,
   88.19.45,167.7116.64,244,4111.36.117,81?
穀類49.1, 酒18.2, 菜子14.1(1816)
殼類47. 7, 菜種23.5, 米15,5, 清酒13.3
殼類52.7, 米34.6
薪49,9,   殼類30.4, 米19.5
薪53.5, 殼類27.4, 米19




殼類65.6, 米・ a 米34.1
殼類63.7, 米32.5
殼類50.9,   践U.. 清酒12.9, 米11. 5
殼類 羽，清酒25.5, 米13.8, 醤油11. 7
殼類83.4け9.9)
殼類6]. 6. 米17.3,   消酒13.9
殼類80. 1, 米・ 鳴米19.9 ?





米53.9,   殼類33.9, 製茶11.1,
米57.2,   lit類42.8
殼類o.i ， 米23.8,
殼類65. 1, 菜IS21.5, 米11.3
穀類50.7, 米・轜米48.8
米44.5, 殼類43.8
殼類祠、1,   清酒29.6, 菜種21.3












   46.265.87,
   17.7642.39,
   95.3431.47,
   45.55 ?
融・人力査i. 4, 柚.4,  Rill. 8, lilO. 5 (iS9. 5,3it7. 8）
清酒引.4, 穀類20. 7, 米14.9
穀類60.3, 米39.7
殼類48. 8. 米41.3
米53.7,   穀類29. 1. 木綿12.5 ?
荷車・人力車56.1, 清酒15.5, 醤 油12.7(^4.8)
米52.1,   縞木綿22.4, 白木綿21.8
米93.9 ?
豆腐1.120 槽売 品
園m 類9,840 貫目， 綿子4.5 石
園薩類7,000 貫目
・　0  22～24 お よ びP  7 、9 、14 の 各村 の 諸 物 産 の み が 輸 出物 産で 、 そ の 他 は 全 て「 売 品 」。
―?
?
（ 第4    ・   I表 の 続 き）

















   17.258.97,
   28.2219.3
 .   19.5239
、39.   65.027,36,
    9,972.45.
   25. U25.04.
     4.6411.7'!.
   59.3835.
 41,116.779.77,
    9.2916.
 49. 116. 182.75.
   19.4
－　24.6929.3
 ,   57.75
－　41.558.3
 ,   78.52 ?
米54.6,   殼類30, 綿n
米49.3. 殼類37(吋6)
米52. 4, 殼類l7.5,   真綿10.4(り.8. 爾捷3. 6)!li36.8.














米62.3,   殼類19. 白木綿lO
米48.5. 真綿19.1( 豺8. 8, ≪4.2.S*I?.3. 8,SI2.9)
米・ 糧米60.2, 白 木綿26. 8
米86.8,   穀類13.2














類3,  U〕0駄内2,800 駄売品
園m 類250 駄売品










   66.211.94,
   30.238.28.
   21.1310.65.
   39.9843.13,130.1346.78,162,8812.6
 .   24. 1929.67,
   30.9446.24.112.425.
 I  .   17.11?
殼類42. 5, 薪木21.3, 米20 （aa-8.9）
殼類59.2, 菜種22.3. 米15
米52.7.   殼類47,3
殼類57.1, 米42.9EI31.




米31.7, 殼類26.8, 綿20.7  （顛6. 8, Mb.  8)
米50.8, 殼類19.8, 木綿14，繭n.i ?




穀類28.5, 醤油27.4, 清酒18.1,   繭12.7
米44, 殼類22.3, 菜子19.1,   繭12.7
米89,3. 殼類10.7
米82.9, 殼類17.1




・　Q  7 、8 、17、20、21、R  4 の各村の諸物産およびR  7 三丁免村の穀類の一 部のみが輸出物産で、 その他 は全て「 売品」。
?
?
( 第4  ・ 1 表の続 き)










   58.7315.18,
   41.528.
 6 ,   14. 127:9
 ,   22.6816.47.
   25.38103.
 3. 156. 2821.61.
   24.5530.
 1 .   40. 2417.35.
   11.87 ?




米39, 穀 類27. 6,   醤油17.7, 綿13,9
米44.1, 実綿32.4, 殼類21.3
米68.2, 穀類21,3. 実綿10. 5
米46.6,   殼類45.8
米63.1, 殼類18.2, 実綿18,6 ?
米92.2
米88.7. 殼類11.3









［出典］　岑玉案星「弐m 球 。（1954 幸;,男~3 童，「w治前m
［注］　1. fSぢSJの第lヽ c
町え,;A2吉笹寡り「i、I之-こ2l§|:f駐μ
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第4 く2 表　明治8 年　足立郡内の工村の工産物比率、現住人□1 人当たりの総生産額、人口吸引比率、輸出額比率
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10 8  －
（ 第4  ・ 2 表の続き ）









































































Q1 ?  9 ? ?3,3 ?  1
[ 出 典]　 第4 ・1 表 に 同 じ 。
[ 注]　^, § 算カ萌y 式な勾産白pM してm: ぢj:つ・。てI*、勺番号キ]I‘チ・ク酋て'表わした(第4・1 表モ邨 で)，2 ，湖
4.Kli 比率=tと出雷÷肯,主童雲・100 パ,だ・'。 > びS合のm の中・':li、一ぢのでLり・i:つ・V:てでP.
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土 二足物比 ルソ ン
弘 土こ吸ふレレ百 出 ）

















































































































－　↓1  6　 －
次に明治初期の関東地方諸府県について、工産物比率と　般ー有業人目 】人当たりの
総生産額の問に正の相関関係があることをほぼ確認できたことがあげられる。それ故
に工産物比率が高い（ 農村丁渫 の発展が著しい）府県i とこ-/ 役有業人目1 人当たり
の総生産額（所得水準 ）が高いという傾向がみられるといえる。そのなかでも蚕糸業
が展開していた熊谷県（= 農村工業地域）と、米作農業が展開していた千葉・新治・































ー　↑1  7　 －
重要であると思われる









































































明 治lO 年代後rvi 降のII・府 県統計;Iわ などを川 いて 、1 関東地 方の農村工業 の 発展が 、
ブヤ ト の付かな いII ’ 本来 、りの|: 業 化（　 産業・'!■:命 ）へ の連続性 をもつ のか 、あるいは
令く もたな いのか1 とい った、目本経済史 研究におい て極め て 車要な問 題に ついての
分析が 吋能にな ると思われ るが 、その結果によ って もト。述の「特殊性｜ の意 味は 変わ
って くるこ と力O ≒脚される ので 、こ こではこれは ト。の 言及は留 保したい 。
以 トに述べてきた 結 乱I   Iの締め 括り として 、最後 に本論 文で の令ての 分析結果を
踏まえたI: での 、'^ ■l:戸地 廻り経済1 論につい ての見解を小し 、さらに今後の研究のm
望について述べておきた い。
関 東地方は 利根川 、江戸 川 、荒川など 、舟運に利川 吋能な 河川 が比較的多いとい う
点では 、乍産・流通の 発展 し 地形的に恵 まれていた と考えら れる。しかし江戸時 代
以来 様々な 識者によって指 摘されてきたよ うに 、農業 においては必 ずし も水利の便が
よい とはい えず 、畿内地方 と比較して圧 倒的に畑地比 率が高い とい う欠点 をもつ 。こ
のよ うな け
もとで 、 リl:戸地 廻り経済Ill I (よ形 成・ 発展して きた といえる 。その幕末 一明治 初期
までに達成 された 水準については 、第1 ・3 図において みられるよ うに 、レ［ 産物 比率(
 農什L 業の発展 ）や1 人肖たり生 産額ir 得 水準 ）では 近畿地方には及ばない 。し
かし江戸の消 費都 市としての急速な 発展を考慮すると 、少な くと もそれ以外 の地 方と
比較して引 けを取 らな いところまで 発展していたこ とには 、（ 第ト なで 述べた ように
過度に高く評価す るこ とは 適当ではない が ）- 定の評 価を与 えるべきであろ う。それ
故に 日上戸地廻り 経済 丿論が論じられ る際には 、ほ とんどの 場合に問題にされる大 坂
（ ト方 ）に対する 移人依存率について も、漸 次低下してい ったこ とは『明治7 年 府県
物産表| などの令田的な 生産物 啖調 杏か らもあ る程度は確認で きるとい える 。
しかしな がら例 えば 、江戸の人収 〇・万方 ）に 対する 移人 依存率がゼロになり 、江 戸
の 住民 が必'攻とする 令て の物資を完 令に 供給で きるまでに 回「戸地廻り 経済圏｜ が 発
面してい くこ とは ∠ 天際 には 有り得なか ったこ とであ ると思 われるし 、また その 友う
な方向 からのみI  il:戸地 廻り経済｜論を 考察 するこ とは 、あ まり意義があるとは言 え
ないであろ う。畿内経済團 一大坂・京 都など を巾心 とした地方 経済圏を仮にこ のよ う
に呼ぶーでは 、関 東地方では 自然 条件からみて もその 発展には限 界があ ったと考えら
れる稲 作農業や綿 作が高度に 発展しており 、しか も古代以 来の 商工業の 発展の基盤を
もっていた 。した がって上述のよ うな 関東地方の地形的特質 からみて も、中心 都 市で
あ る江バの□大化 を起点 として比較的急 速に 発展したとい う歴史的 経緯か らみて も 、
｜江戸地廻り経済圏 ＼が 先進地域であ る畿内 経済圏にcatch　 叩していくfiifijだ けを
車視した のでは 、｜江r 地 廻り経済圏｜ の形成・ 発展の意義 を「 分にとら えるこ とは
で きない のでは ないかと思 われる 。
その 上うな 意味では 、むしろ 本論文の 特に 第2'7.  ■第3 卓で 行な ったよ うな 、関東
地方内におけ る地域毎の産業の 特化や地域問 分業の 進展に 関す る、f?i し戸地廻り経済
－　1  2  0　 －
圏l の内部構造の 分析がより車要であると考えられる。このような分析の 一川の横み
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に所収されているが、膨人な 廿であり、かつマイクロ ■フ ィルム版であるために比較
的利川しにくいためか、それほど研究が進んでいないので、その分析自体についても
ある程度の意義があると思われる。
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